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　小児 に お け る食餌性蕁麻疹 の 原困 は 魚介類 が多い と

い わ れ て い る．しか し，サ カ ナ と接触す る と その 部位

に
一一

致し て 蕁麻疹が み られ る こ とは非常に 稀 で ある、

今 回我々 は 各種 サ カ ナ 類 （脊推動物亜 門硬骨 魚綱，軟

体動物門巻 景 織 勲体動物門頭 足綱，節足動物門 甲 殼

綱 を含む）を食 べ て も触 k て も蕁麻疹 を生 じる 症例 を

経験 し，各種サ カ ナ 類 に 対ずる特異 至gE 抗体 の 存在 を

明 らか に した．ま た，イ サ キ 抗原 の 分離と そ の 性状 に

つ い て 検討 を行 っ た の で 報告す る．

1．症例報告

　患者 ：N ．M ．3歳 1 ヵ 月，女児，

　初 診 ：19S3年 6 月 9 日．

　主訴 ：サ カ ナ に よ る蕁麻疹。

　家族歴 ：両親 お よ び 兄弟 2人 に は ア レ ル ギ ー素囚 を

認め ず．

　既 往歴 ：出生時生重 3460g，麻疹，ポ リ オ ，3種混合

な どの 予防接種後特 に 異常を認 め ず．

　現病歴 ：生後 8 ヵ 月頃、ア コ ウ ダ イ を食べ た と こ ろ

5 分以内 に 全身 に 蕁麻疹を 生 じた が約40分程で 消失し

た ．生後 1  ヵ 月頃 に は タ ラ を食 ぺ て 蕁麻疹を生 し， 1

歳 1 ヵ 月で ヒ ラ メ に 接触 し， 5 分後 に 接触部位に
一致

して 蕁麻疹が出現し た．そ の 後fe　a の サ カ ナ に 触れ る

た び に 接触部位 に 蕁麻疹を生 じ た が
， 手掌 お よ び 足底

は ご く軽度 の 発赤 の み がみ られ た．ま た 饋量 の 焼 ザ カ

Abbreviations ：　 P ・K 　 Prausnitz ・KUstner ；

PRIST 　paper　 radioimmunosorbent 　 test； RAST
Tadioal 】ergosorbent 　 test；　 R 璽ST 　「adiolm ・

munosorbent 　test
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t ’煮 ザ カ ナ ’　 tt ± ナ 加 工 品・エ ビ の テ ン プ ラ，貝，
イ ヵ な どを食 べ て も全身に蕁麻疹を生 じる よ うに な っ

た・ 2 歳 6 力 脹 朗 を食 べ た 直後 よ り咳．痰 ， 咽頭

浮n ・軽い 呼吸困難な どの ア ナ フ ・ ラ キ シ
ー・
症状 を 呈

した が．接触 で は 現在ま で ア ナ フ ィ ラ キ シ ー
症状は み

E，　h て い な い ．

　現症 ：体重 17kg 、身長 97cm ．発 育 状態良好．肝，脾，
リ ソ パ 節 とも触知せ ず．皮膚 は 平滑で atopic 　skin は

認め ず．物理 性蕁麻疹 もみ られない ．

　臨床検査 成 績 ：好酸球増多 は み られ ない が，IgE は

RIST 法で 7201Ulml ，　PRIST 法 で 4601U！m1 と軽度の

増加を認 め た．CH50 は 低下 し，また モ ノ ク ロ ナ
ー

ル 抗

体 に よ る リ ソ パ 球表面 マ
ー

カ
ー

解析 で 5t　OKT8 （サ ブ

レ
ッ サ

ー
／紐胞障害性 T リン パ 球）の 減少 がみ られた

（表 1）．

ア レ ル ギ
ー
学的検査の 材料 と方法

　本症例 に つ い て 以下 に 述べ る 4 項 月 の ア レ ル ギ ー学

的検査 を実施 し た の で そ の 材料 と方法 に つ い て 述べ

る．

　  scratch 　test ：鳥居薬品株式会社製 ス ク ラ ッ チ エ

キ ス （サ ン マ ， ヒ ラ メ ，ウ ナ ギ，マ グ P ，タ イ，サ ケ，

イ ワ ン ，タ ラ，カ ツ オ， ブ リ，サ バ ，ヵ 二 ，エ ビ，対

照液）に よ る scratch 　testを患者 お よ び ア レ ル ギ ー素

因 の ない 健常成人 3名 の 背部 に 施行 し，15分後 に 膨疹

が対照 の 2 借以上 ま た は 5mm 以上 の もの を陽性 （＋ ）

と し た．

　  open 　patch　test
．

　a）鳥居薬品株式会社製 ス ク ラ ッ チ エ キ ス （サ ソ マ
・

ヒ ラ メ ，ウ ナ ギ，マ グ ロ ，タ イ ，サ ケ ，
イ ワ シ ，タ ラ・

カ ツ オ
，

ブ リ，サ バ 、ア ナ ゴ
1
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表 1　 臨床検査成績

q ） Ml 液 　
．．難 ； Hb　13．1，　 H 匚37、　 reticulo6 ．　 plate　33、8，　 RBC 　sOO、　 WBC ］OZ〔10

　　　　　　　 　　〔Eo　2「稀．　 Stab8％．　 Seg　46％，　 Ly　40％，　Mono 　4％〕

（2 ） 血 　　　　　　清 ：CRPC ．1，　 ASO 　ZO，　 RA ｛．｝，　 RAHA4fi ，　 ASK20 ，　 AFN （　），
　 　 　 　 　 　 　 　 　Hb −Ag ｛

一
〕，　 Hb　Ab 　t　l

〔3） 免 疫 血 清 検 査 ：王gA 　63．1gG　745．5．正gM 　173、9，　 IgD　13、　 IgE〔RISr11）72〔1、
　 　 　 　 　 　 　 　 　王gE ｛PRIST ）46e．　C385 、　C414 、　CH5021 ．6
で4 ＞Bce 日sub 　class ；igG　2％，　 lgA　l％ I　 lgM 晝2％、　 lgD 　l2％ I

　 K　9％，　 L　7％
／

’
5
』
暈 OK ン　

・
丿　　ズ ：OKT3 　65、4％、　 OKT4 　44．1％，　 OKT 　8　17，3％

　　　　　　　 　　OKT 　4t，OKT 　R　255 ％，　 OKIa］　7，5％，　 OKT6 　02％

　　　　　　　 　 OKT 　ll　69．4％，〔〕KTg 　L6 ％，　 OKT 　IO　49．2％
　　　　　　　 　 OK 匹望　1　　L）1，3！｝6

　全卵，卵黄，卵白，ウズ ラ 全卵，牛乳，兎肉，牛肉，

　鯨肉口
F り 肉，豚肉、羊肉，対照 液）に よ る open 　patch

　tesしは 同 エ キ ス を患者 お よ び ア レ ル ギ ー
素閃 の な い 健

　常成人 3 名の 背部 に 均
．一

に 塗布 し ， 15分後 に 膨疹を形

　成した もの を陽性 （十 ） と した ．

　 b）食 用硬骨魚綱 の 主 な 目 の 筋肉内物質 の 抗原性を

　18目82種 の サ カ ナ に つ い て 検 討 した ．抗原抽出 は 各種

　新鮮な サ カ ナ の 筋肉部分に O：5％ フ ェノ
ー

ル 加滅菌蒸

留水をIOw，！v％に な る よ うに 加 え，　 magnetic 　stirrer

　を使い 4 ℃ で 1時間抽 出 し， 4℃ 4400Xg で 30分間遠

　心後 ， 上清 を O．45μ m の ミ リボ ア フ ィ ル タ
ー

で 透 明 に

　なるま で 炉過 した もの を粗抗原液 と し た． こ れ を用 い

　て同じ く患者お よ び ア レ ル ギ ー素因 の ない 健常成人 3

　名の背部 に 均
一

に 塗布し，15分後 に 膨疹を形成 し た も

　の を陽性 （＋）と した．ま た ，対照 と して 0，5％ 7 エ ノ
ー

　ル 加滅菌蒸留水を使用 し た，

　   Prausnitz−K “stner （P・K ）反応

　 a）皮内注射に よ る惹起 ： ア レ ル ギ ー
素 因 の な い 健

　鴬成人 前腕屈側皮 内 に 5 ヵ 所 の site （    ◎    ）を

　設定し．    に 患者血清0．OSmiを ， ◎◎ に は健常人血

清0、05ml を．  に 56℃、30分加熱処理 患者血 清0．05m1

　を注射 した．48時間後に   ◎  の 注射部位に 鳥居薬品

株式会社製皮内反応 エ キ ス の タ ラ を 0，02m1、    の 部

位に は 対照 として鳥居薬品株式会社製皮内反応用対照

液を0．02ml注射し た．15分後に   の み 膨疹お よ び紅 斑

が生じ ，   ◎    の 各部位に は 反応がみ られない もの

　を陽逢 （十 ） とし た ．ま た ，マ グ ロ ，サ ケ，カ ニ ， エ

　ビ に つ い て も数日の 間隔を お き， 同様に 5 ヵ 所の site

：を設定 し順 次反応を検討 し た．

lb）接触塗布に よ る惹起 ：。）と 同撫 ． 5 ヵ 所 の 。it。

章を設定 し，48時間後 に   ◎   の 注 射 部位 に 鳥居薬 贔株

三式会社製 ス ク ラ ッ チ エ キ ス の タ ラ を，    の 部位 に は

垂

対照 と して 鳥居薬品株式会社製 ス ク ラ ッ チ 用対照液 を

注射孔を避けそ の 周囲 に 均
一

に 塗布 し，30分後 に   の

み 膨疹 お よ び紅斑 が 生じ，  ◎     の 各部位 に は 反応

が み られな い もの を陽性 （十 ） と し た．また マ グ 卩 ，

サ ケ， カ ニ ， エ ビ に つ い て も数日 の 間隔 を お き，同様

に 5 ヵ 所 の site を認定 し順次反応を検討した ．

　c ）経 口 摂取 に よ る 惹起 ：健常成人前腕屈側皮内 に

患老血清O．05m 】を注射 し，48時間 観 に 焼 ア コ ウ ダ イ

100g 軽 口 摂取し，3  分後 に 膨 疹を 形成 し た もの を陽性

（＋ ）と した ．ま た，牛 イ サ キ 100g，生 マ グ ロ ユoeg，焼

サ ケ 100g
， 焼 タ ラ 100g， 生 ア マ エ ビ 100g，蒸し ケ ガ ニ

100g に つ い て も数 日 の 間隔 を お ぎ，同様 に 患者血 清

0，05m1 を 皮内に 注射 し 感作 し た の ち
，
48陦間後に」順次

反応 を検討し た．

　  radioallergesorbent 　test（RAST ）：市販 （Phar−

macia 社製）RAST キ ッ F （・・ウ ス ダ ス ト L 　2 ， 3 ，

カ ン ジ ダ ，牛乳，卵 白，豚 肉， タ ラ
，

カ ニ

，
エ ビ

，
マ

グ ロ ，サ ケ ）を使用 し，キ ッ ト付属の reference 　serum

に 従 っ て RAST 　score で 表示 した ．

結　果

  scratch 　test ：鳥居薬品株式会社製 ス ク ラ ッ チ ＝

キ ス に よ る scratch 　testの 結果は サ ソ マ ， ヒ ラ メ ，ウ

ナ ギ 　マ グ ロ
，

タ イ
，

サ ケ
，

イ ワ シ
，

タ ラ ，カ ツ オ ，

ブ リ，サ バ ，カ ニ ， エ ビ は （十），対照液は （一）で あ っ

た ，ま た ア レ ル ギ ー素因 の な い 健常成人 3名は す べ て

（
一

） で あ っ た．

  open 　patch　test　：a ）鳥 居薬品株式 会社 製 ス ク

ラ ッ チ エ キ ス に よ る open 　patch　test の 結果 は サ γ マ
d

ヒ ラ メ ，ウ ナ ギ，マ グ ロ ，タ イ，サ ケ，イ ワ シ ，タ ラ，

カ ツ オ，プ リ
，

サ バ 輝 ア ナ ゴ
，

カ マ ス
，

カ ニ
，

エビ
，

N 工工
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イヵ，タ コ ，ア ワ ビ は （十），ウ ニ ，ア サ リ，カ キ，ハ

a グ リ，全卵，卵黄，卵 白，
ウ ズ ラ 全卵 ， 牛乳，兎 肉，

牛肉，鯨肉，ト リ肉，豚 肉，羊肉，対照液 は す べ て （
一

）

で あ り，図 1は そ の 結果 の
一

部 で ある．ま た ア レ ル ギ ー

素因の な い 健常成人 3名 は すべ て （
一
）で あっ た。

　b）食用硬骨魚綱18目82種 の 蒸留水抽 出粗抗 原液 に

ょる open ・patch 　testもす べ て （＋）で あり （表 2）対

照は （一）で あっ た ．また ア レ ル ギ ー
素因 の な い 健常

成人 3 名は すべ て （一）で あ っ た．

  P−K 反応

　a ）皮 内注射 に よ る 惹起 の 結果 は タ ラ
，

マ グ ロ
，

サ

ヶ，カ ＝ ，z ビ はすべ て （＋）で あ り図 2 は その 結果

の
一・部 で ある．

　L）接触塗布 に よ る 惹起 の 結果 は タ ラ
，

マ グ ロ
， サ

ヶ
，

カ ニ ， エ ビ は す べ て （＋ ） で あ り図 3 は その 結果

の
一部 で ある．

C）経 口 摂取に よ る 惹起の 結果 は 焼 ア コ ウ ダ イ ， 生 イ

サ キ，生 V グ P ，焼 サ ケ ，焼 タ ラ ，生 ア マ エ ビ，蒸 し

ケ ガ ニ はすべ て （＋）で あ り図 4 は そ の 結果 の
一

部 で

ある．　　　　 　　　　　　 一

（，，O　RAST ：RAST の 結 果 は score 　 3 が タ ラ と サ

　図 1．open 　patch　test，15分後 の 結果の
一

部．サ ン

マ （十 ），ヒ ラ メ （十 ），ウ サ ギ （十 ），イ ワ シ （十），
マ グ ロ （十 ），タ イ （十 ），

サ ケ （十 ），control （一）．

pa　2．　 P−K 反琳皮内 15分後 の 結果の
一

部．
A ：患者血 清 十 タ ラ エ キ ス ．

B ：患 者 血 清 ＋ 対照 液．

C ：健常人 血 清 ＋ タ ラ エ キ ス ．
D ：健常人亅血清＋ 対照 液，
E ：56℃ 30分加熱処理患者血 清 ＋ タ ラ エ キ ス ．

ケ
， score 　2が マ グ ロ と カ ニ

，
　 score 　1が エ ビ，　 score 　O

が ハウ ス ダ ス ト 1，2 ，3 ，
カ ン ジ ダ

， 牛乳 ， 卵白，豚

肉で あ っ た．

　以上   か ら  の 結果 を表 3 に
一
括 し て 示 し た．

II．イ サ キ抗原の 分離 と性状

材料 と方法

　各種サ カ ナ 類 の 中で 今 回 イ サ キ を用 い て 抗原蛋 白の

分離とそ の 性状 に つ い て検討し た の で ，そ の 材料 と方

法 に つ い て述べ る．

　  open 　patch　test

　患者背部 の 健常皮膚を使用 し
， 試験液0，05m1 を 5× 5

cm の 範囲に均
一

に 塗布 し ， 15分後に膨疹を形成 し た

もの を陽性 と した．

　  イ サ キ粗抗原抽出法 の 検討
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図 3．P−K 反応接触30分後の 結果 の
一

部．

A ：患者血 清 十 サ ケ エキ ス ．

B ：患者血 清十 対照液．

C ：健常人 血 清 十サ ケ エ キ ス ．

D ：健常人 血 清＋ 対照液．
E ：56℃30分加熱処理患者血 清＋ サ ケ エ キ ス ．

　新鮮な イ サ キ 白色筋組織を ブ レ ン ダ
ー

に て 細切 し ，

乾燥後 こ れを滅菌蒸留水，生理食塩水 ， PBS （pH 　7．4

0．1M ），Coca液，ア セ ト ソ， エ タ ノ
ー

ル ，メ タ ノ
ー

ル

溶液 に 10w／v ％に な る よ うに 加 え，　 magnetic 　 stirrer

を使 い ， 4 ℃ で 1 時間抽 出 し， 4 ℃ 4400× g で 30分間

遠心後，上 清を0．22μm の ミ リ ポ ア フ ィ ル タ
ー

に て 炉

過 し た． コ ン ト ロ ール は 各抽出液を使用 し， 抗原性を

open 　patch　testに て 検討 した ．

　  イ サ キ 粗抗原液 の 精製法

　  で 作製し た うち，滅菌蒸留水 に て 抽出 し た もの を

イ サ キ 粗抗原液 （Lowry 法 に よ る 蛋白濃度は 7mg／ml ，

open 　patch　test に よ る end 　point　titrationは 5−5希釈）

と した ．

　  イ サ キ 粗抗原液 の 高速 液体 ク ・ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に よ る分離

　イ サ キ 粗抗原va20μ1を下記 の 条件 で ，日立製作所製

655型高速液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ーに て 分離 し，各 フ ラ

ク シ ョ ン に つ い て 抗原性を open 　patch　testに て 検討

　図 4 ．P・K 反応経 口 摂取30分後の 結果 の
一

部．焼 ア

コ ウ ダ イ （十 ），

し た ．ま た marker 　protein と し て Sigma 製

chymotrypsinogen （分 子 量 25000 ）， 東 洋 醸 造 製

penicillin　acylase （分子量 85000），　 Sigma　bl　aldolase

（分子量 158000）を 使用し て 推定分子量 の 検討を 行 っ

た．

　 column ： TSK −GEL 　G3000SW ，25mmid × 600

　 移動相 ；0．01M 　phosphate 　buffer（pH 　7．5）十 〇，5M

KCl

　 fiow　rate ：1．Oml／min

　 detector：　 UV 　280nm

　 column 　pressure ：60kg／cm2 　　　　　　　　　　
・

　  イ サ キ 粗抗原液 の 酸お よ び ア ル カ vvこ対す る 安

定性の 検討

　イ サ キ 粗抗原液1ml に 1N．HCI，
　IN−NaOH 溶液を加

え pH を それぞれ 2 と12に 調製後37℃ 180分処理した

後 中和（pH 　7．O）し こ の 溶液に つ い て抗原性 を open

』
patch　test に て 検討 した ．

　  イ サ キ粗抗原液 の 熱に 対す る安定性 の 検討

　イ サ キ 粗抗原液 1ml を 100℃　2時間処理 した 溶液の

抗原ttlt　open 　patch 　testに て検討 した．

　  イ サ キ 粗抗原液の 各種酵素に 対する安定性 の 検

討
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表 3　 各 種 サ カ ナ 類 の 検 査 結 果
一

覧 表
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D 　イサキ粗抗 原 液0，ユm】 にSigma製のneuramini ・ dase　

D3mg ， 　tryps三n　3皿g，　collagenase 　3m

C 　 a − amylase
　 3mg ， 　chymotry

in 　 3mg ，　protease 　3mg・ pepsi

@3m

ipH 　3 に調製 ），　 Serva 製β一 amylase 　O

05ml ，持 田製薬製　 trypsin 　 25   OO
位を加え37℃2時 間 反応させた後， 100

℃
tC て

酵

を
不

活 化 し
この 溶 液につ いて抗原性を open 　

tch 　test に

検討 した． 結 　 果   イ
サ

キ 粗 抗原抽出 法を患

背 部tC 　open 　 patchtest を施 行し て 検討

た と こ ろ 減 菌 蒸 留 水，生理食塩 水，PBS，　C   a液は反応

陽性，ア セトソ ，エタノー ル ， メ
タ ノ ールは陰性

で あり，今回抽
出 液 とし

滅菌 蒸留水を使
用 した． 　   高速液体 ク ロ マ F グラ フ ィ ー

よ る 分 析 の 結果， 図 5のよう にフ ラ クショ γ No ．

1− 45を得 た ． こ れ ら
の

各 フラク シ ョン の抗 原 性

患 者背ZZ 　I　 open 　
patchtest を 施

して 検討 し た ところ ， 　No ， 23 ， 　No ． 24

　No ． 25，No ．26 ，　No．27は反応が陽 性で あ っ た ． ま

フ ラ クションNo． 23 に最も顕著な膨 疹 の出 現 が みられ た

（図 6＞．ま た ス タ ソ ダ ー ドと の比較に よ り 図 7のよう に同 抗



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

1022 食餌性蕁麻疹 の ア レ ル ギー
学的研 究

分析 条倖　 celumn 　TSK −GEL 　G3000　SW 　25mmld× 600
　 　 　 移 動相 O．OIM　 phQsphete 　 buffer （pH 了．5）十〇．5MKCl

「rOWrate 1．o醜 ／ m 匸n

detector UV280nm
Column 　 pressure δokg／o旧z

samDle 、主入 壁 20瞳

0 　 10　　　　　　　　　　　　20　　　　24．7m2　　　　30　　　　m ¢

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 27．6m2

図 5 。イ サ キ 抗原の 高速液体 ク P マ トグ ラ ム ．

　図 6．フ ラ ク シ ョ ン No，23（十 ），　 No，24（十），　 No ．

25 （十 ），No ．26 （十 ），　 No ．27 （十 ）で あ っ た．

よ び ア ル カ リに て 同抗原 は 分解され る こ と が わ か っ

た．

　  イ サ キ粗抗原液の 熱に 対す る 安定性を患者背部

に open 　patch　testを施行 して検討 した とこ ろ，100℃

2 時間で反応が陽性 で あり，同抗原は熱 に 対 し て安定

で ある こ とが わか っ た，

　  イ サ キ粗抗原液 の 名種 酵素 に 対す る 安定性 を患

者背部に open 　patch　testを施行し て検討し た と こ ろ，

neuraminidase ，　trypsin （Sigma 製），　 collagenaset α
・

amylaSe ，β
一amylaSe ，

　trypSin （持田製）は 反応が陽性，

chymotrypsin ，　protease，　 pepsin は陰性 で あ り，同抗

原Vt　chymotrypsin ，
　protease，　pepsinに て分解 され る

こ とが わ か っ た．

総括お よ び考察

　蕁麻疹とは一
過性 で 限局性 の 皮膚浮腫 で ，fi＆ 痒を主

症状 とする もの で ある．食餌性蕁麻疹 とは 食物の 摂取

に よ っ て お こ る蕁麻疹 で ， こ の 食餌性蕁麻疹を発生機

序 で 分類す るとア レ ル ギー性と非 ア レ ル ギ ー性 とに 分

け る こ と が で ぎる．ア レ ル ギ ー性とは 抗原抗体反応 の

結果そ の 症状 が誘発 され る もの で
，

血 清中 お よ び細胞

に 付着 した抗原特異 lgE 抗体を証明 し うる．ま た 同
一

の 抗原を微量投与し た際 に症状が誘発さ れ 再現性があ　．

り，そ の 抗原 は ほ とん ど蛋白で あ る．
一方非ア レ ル ギ

ー

性 と は前記の 条件が 満足 さ れ な い もの で あ り’これに

は 有毒食物あ る い は腐敗食物 の 摂取に よ る蕁麻疹 ・ 食

品

よ

ら

お

イ

比

マ

力

曲
＝

ス智

キ

p

藍
遜」

葦
｝

黛
彗
參
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図 7．G −3000　SW カ ラ ム M ，W と Elu（v ）の 関係．

1000　⊂x191 　MW 》

　品添加物や ア ス ピ リ ソ に よ る蕁 麻疹お よ び 三 沢
：］に

　よ っ て 提唱 された 仮性 ア レ ル ゲ ア に よ りお こ る と考 え

　られ る蕁麻疹な ど がある。こ の仮性 ア レ ル ゲ ソ に よ り

　お こ る と考え ら れ る 蕁麻 疹 は ヒ ス タ ミ ゾ ， コ リ ア ，ノ

　イ リ ン ， ト ジ メ チ
ー

ル ア ミ ソ な どの 仮性 ア レ ル ゲ ン を

　比較的多く含む食品 （ナ ス ，ポ ウ レ ソ ソ ウ，サ ト イ モ ，

　マ ツ タ ケ，ト マ ト，冷凍 の タ ラ，塩漬の サ ケ ，サ γ マ
，

　カ レ イ 、
ス ズ キ ，イ カ ，タ コ ， エ ビ，カ ニ な ど） を柑

　当多 量 に 摂取 し た際 に 蕁麻疹が誘発 され る もの で あ

　る．

　 Beck ら
2〕
に よ るとサ カ ナ が原因 と な ら な い ア レ ル

　ギー
の 患 者 に サ カ ナ 抗 原 の scratch 　 test と open

　patch　testを お こ な っ た とこ ろ，　scratch 　test は 33．9％

　の 陽性率で あ り ， open 　patch 　testは 0 ％で あ っ た と報

　告して い る．そ こ で 仮性 ア レ ル f ン を多 く含む食品 が

ま漂因 と な る 蕁麻疹 の 場 合 に は 皮膚反応 で ア レ ル ギ ー性

　と非 ア レ ル ギ ー性を分け る に は 特 に 慎重 で な けれ ば な

iらな い ．また 本症例 で open 　patch　testを健常皮膚 に 施

．行した と こ ろ各種 サ カ ナ 類 （脊椎動物亜門硬骨魚綱，

量軟体動物門巻貝綱，軟体動物門頭足綱，節足動物門甲
キ

繋綱蛤 む）に 対し て 驍 をfiL，　
P −K 反応 の 接触，

二皮内 ， 経 口 に よ る 惹起で も陽性 で あ り．患者 血清を熱
ヰ

篝処理す る こ とで 陰性化 した ．さ らに RAST に て タ ラ，

　サ ケ が scroe 　3， マ グ ロ ，カ ＝ が score 　2で 陽性で あ っ

た．以 Lよ り本症例を各種 サ カ ナ 類 に よ る 典型的な ア

レ ル ギ ー
性食餌性蕁麻疹 と考 え，関与す る 免疫 グ ロ ブ

リ ン は IgE で あ る こ と を 明 ら か に し た．　
一
方他 の 免疫

グ 卩 ブ リ ン 特 に lgG4の 関与 に つ い て も今後検討 す る

必要が ある と考えて い る．

　 サ カ ナ の 抗原 に 関する研究 で 最 も良 く知 られた もの

は Elsayed と Aas ら
3 ｝
・”5 ）に よ る タ ラ の ア レ ル ゲ ソ M

の 報告で ある．こ の ア レ ル ゲ ソ M は タ ラ の 白色筋組織

よ り分離され ， 分子量が 1500Gの 蛋白で ある．こ れ を F

リ ブ シ ン で 加水分解する と分子量 が 8500と6500の 2 つ

の 抗原性 を有した ポ リベ ブ チ ド分画 が 得 られ る と述 べ

て い る．また Hoffmanら
5｝は エ ビ の ア レ ル ゲ ソ IIに つ

い て 報告 して い る．こ の ア レ ル ゲ ン IIは 熱 に 安定 で あ

り， エ ビ の 殼お よ び胴体 か ら熱 水 で 抽 出 され る．分子

量は 20万 以上で あり熱凝集 し て い る ．
一方 エ ビ に は 熱

に 不 安定 な抗原 も存在 し，接触蕁麻疹 に 重要な役割を

演 じて い る と述べ て い る．

　今回我 々 は 各種 サ カ ナ 類の うち イ サ キ を用 い て そ の

抗原 の 分離 と化学的性状 に つ い て 検 討 し た．そ の 結果

分子量 が 6000−25000の 熱に 安定な水溶性蛋白で あ り，

ト リ プ シ ン に 抵抗 性を示 し た こ と よ り，そ の 組成中に

は 塩基性 ア ミ ノ 酸 （リジ ソ
，

ア ル ギ ニソ ） が わず か で

あ る と考え られ る．また こ の イ サ キ 抗原 は 酸 や ア ル カ

リ で 加 水分解 され た．
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　各種 サ カ ナ 類抗原 は 患者 の 健常皮膚の ‘）pen　patch

testや P．K 反 応 の 接触塗 布 に よ る 惹起 で 陽性 と な る

こ と か ら容 ？o に 経皮鰻収さ れ る，ま た患者の 手掌，足

黶 で は 抗原 に 触 才了て も膨疹 が 出現 し な い こ とは ，そ の

吸収 に 毛孔 が ．廴ぐきな 働 きを して い る もの と 考 え ら れ

る．

　
一

方食餌性蕁蹴疹 で は 従来 か らな ん らか の 消化機能

不 全 の 関 ケが い わ れ て い る が，今回我 々 が 行 っ た P −K

反応 に tsい て 罌．口 ，皮内，接触塗布 に よ る 惹起 で す べ

て 陽性 と な る こ と か ら各種 サ カ ナ 類抗原は 消化機能と

は 関舞 ぜ ず未消化 の ま ま短時間 に 消化管か ら 吸暇 され

速 や か に 血 中 に 移行す る もの と考 え られ る．

　 各種 ツ カ ナ 類 は 重要 な食餌濠 で あ る が，し ば しば ア

v ル ギ ー
疾憲を ひ き起 こ す．こ の 抗 原の 単離 は 臨床診

断を よ つ 正確 に す るた め に も減感｛乍療法の 進歩 の た め

に も重要 で あ る ．今後 さ ら に 各種 サ カ ナ 類 の ア レ ・ L・ゲ

ン の 分離精製 ・共通抗原性などを明らか に し て い く 1・

定 で あ る，

結　語

　  各種 サ カ ナ 類 を食べ て も触れ て も蕁麻疹を生 じ

る 症 例を経験 し
， 閥与す る 免疫 グ ロ ブ リ ン が 各腫ア レ

ル ギ ー学的検査 に よ り IgE て あ る こ とを明 らか に し

た ．

　  本症例 に お い て は ，蕁麻疹の 原囚 と考え ら れ る 3

種 サ カ ナ 類 の 抗 原 を患者 の 健 常皮 膚を用 い た open

patch 　testで 容易 に 検 出で きた ，

  イサ 撤 願 嬲 をお ・ 観 そ・ 騨 的蹶
検訛 た 騾 分 漁 碗 ・5・… 諏 ・ 安定な
】1 プ シ ノ 抵扶性 の 水溶性蛋 白で あ一

， た

燼 遡 鮨 は ・躰 皹 醇 細 奇賜 ・ 第・32陥
お よ び 覯 湘 轗 床 鮫 絵 驃 に ・

一
・
i
い ・ 鍼 随 ．

実験 に 黝 して い た だ い た 購 敏 光・椥 酪 蝋
君 に 感誨 い た し ます ，
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ALLERGIC 　STUDY 　 OF 　 FOOD 　 URTICARIA

　 （D　A］lergic　 FGod　 Urticaria　 D ロe　 to　 Fish

　　　　　　　 Kazumasa　Yasudaand　Kyoko　Hirano

Departmen’〔ゾ∠）e”natology，7
「
o寿冫，o レ％ 鷹 鳩 福 ε4磁 ’C θ〃ege 　Dai 月i　HosPi　ta’

　 There　is　no 　atopie　dermatitis　about 　a　healthy　b．v　birth　aged 　3，but　when 　she 　ea ω r　touch　all　kind　of　f見shes ，1t　haPPen

to　her　urticaria，

　 Scratch　test，　open 　patch　test　and 　Prausnltz−Ktistner（P・K ｝to　varlous 　flshes，　and 　a　resUlt 　of　her　all　reactlons 　was

poslt塵ve ，　also 　she 　bccame 　posltlve　against 　cQd ，　salmon ，　tuna　and 　crub 　in　RAST ，　m 　thLs　case 　we 　theught　lt　tyPical

・ll・・g・c　u 舳 n ・ 1・・1・t・d　antlg・・ f・。m 　f，e・h 騨 t　whlt 。　m 。 、c 】。　by　g，1・ filt，atl。 n　w 。，　ab。。t　f・・m 　6、000　t・ 25ρ00

mDlecUlar 　weight ，　and 由at　antigen 　was 　wa 亡er　soluble　protein 　that　resisl 　trypsin，and 　sヒable　heaし
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